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１．はじめに 

 USPTOは、種々の手続、プログラム、及び試行プログラムを用意し、プロセキューションを

円滑にするための便宜を出願人に供与しています。これらの手続／試行プログラム／プログラム

を適宜適切に利用することによって、出願人は、円滑な権利化を図ることができると共に、権利

化までに要する時間、費用、及び／又は労力の低減を図ることができる場合があります。そうす

るためには、用意されている手続／試行プログラム／プログラムの内容を十分に且つ適切に理解

し、適宜に処理をしていく必要があります。 以下の各種の手続やプログラム／試行プログラム

について説明します。 

・ FAI (First Action Interview) Pilot Program 

・ QPIDS (Quick Path IDS) Pilot Program 

・ AFCP (After Final Consideration Pilot) Program 2.0 

・ Glossary Pilot Program 

・ Ombudsman Pilot Program 

・ Pre-appeal Brief Conference Program 

・ Preissuance Submissions By Third Parties 

・ Supplemental Examination 

・ Examiner Interviews 
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